
ダ
ム
の
あ
る
美
術
館

日
本
で
ひ
と
つ

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館

ｌ

--

淀井敏夫氏作品「渚」

Ｗ Ｗ ＝

･･"-･¶　－　．･ 皿･･ ■〃　=･J･･

作 品の 後ろ に ロ ックフ ィル ダム がそ びえ る

11

●但馬牛の歴史一文化は但馬牛博物館

●人工芝ゲレンデでターフスキーやそり遊びも楽しいよ

●交流センターまきばの宿(宿泊施設)で牧歌的な気分を

●但馬牛やひつじとのふれあい

●但馬ビーフでステキな味わい

●そば打ちなども体験できるよ

兵庫県美方郡温泉町丹土　TEL( ０７９６)９２-2641

http://ｗｗｗ.0nsench0.coｍ/kankou/a･5/menujopl.ht ｍl

/ぶに卜
スキ ー･レ ス トラン･宿 泊 施 設 の 予 約･ お 問 い 合 わ せ は

http:// ｗｗｗ.bokujy ０.ｃｏｍ ＴＥＬＣＯ７９６)９２-1００５
・ 休園日/木曜日

(祝日と重なる場合は次の平日)

６

淀井敏夫氏

プロフィール

・1911 年( 明 治44 年)

朝来町佐中に生まれる。

・1928 年( 昭和3 年)

東京美術学校(現: 東京芸術大学) 彫刻科･

木彫部に入学。

・1948 年(昭和２３年)

第33 回二科展二科会特待賞を受賞。

・1954 年( 昭和29 年)

第３９回二科展二科会会員努力賞を受賞。

・1965 年( 昭和40 年)

東京芸術大学教授となる。

・1966 年( 昭和41 年)

二科会評譲員に就任する。

・1972 年( 昭和47 年)

第1回平櫛田中賞を受賞。

・1973 年( 昭和48 年)

第58回二科展二科会内閣総理大臣賞を受賞。

・1977 年( 昭和52 年)

日本芸術院賞を受賞。

・1978 年( 昭和53 年)

累京芸術大学名誉教授となる。

・1982 年(昭和５７年)

日本芸術院会員となる。

現在､ 東京のアトリエで創作活動をされて

いる。

平

成
‥
1
1
年

６
月

に
オ

ー
プ
ン
し
た
「
あ

さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
」
は
高
さ
6
5
m、
横

幅
２
７
８
ｍ
、
自
然
石

を
積
み
上

げ
た
巨

大

な
口
。
ク
フ
ィ
ル
方
式
の
多
々
良
木

ダ
ム

の
足
元

に
あ
り

、
芝
生
で
お
お
わ
れ
た
オ

ー
プ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
広

が
っ
て
い
る
。

訪
れ

た
人

々
は
、
ま
ず

、
そ
の
景

観
の
迫

力
に
圧

倒
さ
れ

る
だ
ろ

う
。
こ
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
他
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
あ
さ
ご
芸
術

の
森
美
術
館
」
に
は
、
朝

来
町
出
身
の
日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家
・

淀
井
敏
夫
氏
の
生
涯

作
品
を
常
設
展
示

し

て
い
る
。
代
表
作
の
「
聖
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
≒

鴎
」

「
幼
い
キ
リ
ン
・
堅
い
土
≒

ナ
イ
ル
の
夜
明

け
≒

飛
翔

」
な
ど
を
は
じ
め
、
全
作
品

が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
淀
井

氏
は
実
際
に
美

術
館
の
庭
に
立

ち
、
ダ
ム
を
目
の
前
に
し

な
が
ら
自
分
の
作
品
の
配
置
を
決

め
ら
れ

た
と
い
う

。
緑

の
美
し
い
芝
生

に
し
ゃ
れ

た
ブ
ロ
ン
ズ
の
彫

刻
、
後
ろ
に
は
口
。
ク
フ

ィ
ル
ダ
ム
が
そ
び
え

、
不

思
議

な
空
間

を

創
り
出

し
て
い
る
。

美
術
館
本
館
Ｉ
階
展
示

ス
ペ
ー
ス
は
、
比

較
的
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
が
、
別
館
と

の
間
の
中
庭
と
一
体
的
に
考
え
ら
れ
た
展

示
室
と
な
っ
て
い
る
。
２
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

は
、
天
井
か
ら
自
然
光
が
卜
七
フ
ラ
イ
ト
と

し
て
入
る
大
き
な
展
示
空
間
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
利
用
方
法
に
対
応
し
て
い
る
。
別
館

は
卜
。
ブ
ラ
イ
ト
が
採
り
入
れ
ら
れ
る
ア

ト
リ
エ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
空
間

。
ま

た
、
彫
刻
公
園
と
ダ
ム
が
傍
観
で
き
る
木

製
デ
。
キ
の
あ
る
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
自
然
と

淀
井
氏
の
作
品
を
ゆ
っ
た
り
と
満
喫
し
な

が
ら
、
お
茶
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

々

へ

ユ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ

。
プ
も
あ
り
、
お
上

産
も
買
え
る
。

朝
来
町

で
は
、
多
々
良
木

全
体
を
谷
や

川
の
自
然
と
と
も
に
、
芸
術
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動

が
展
開
す

る
場
所

と
し
て
、
よ
り

多
く
の
人
々
が
利
用
で
き
る
空
間
と
す

る

た
め
に
、「
芸
術
の
森
構
想
」
と
名
付
け
整

備

を
お
こ
な
っ
て
き
た
。「
あ
さ
ご
芸
術
の

森
美
術
館
」
は
、「
芸
術
の
森
構
想
」
の
シ
ン

ボ
ル
的
位
置

づ
け
に

あ
る
中
核
施
設
な
の

で
あ
る
。

湯村温泉もあるよこＩ近く家族そろって 但,も へ



美術館の建物は関西電力発電所工事の現場事務所を

リフォームしたもの

美術館内には淀井敏夫氏の作品がズラリと並ぶ

多々良木ダム

多々良木ダムより美術館を望む

下流域の約10ha を芸術の森として

彫刻コンクール受賞作品をおいた

オープンミュージアムが広かっている

あさご 芸術の森美術館

〒679-3423

兵庫県朝来郡朝来町多々良木739-3

TEL0796-70-4111　FAX 0796-70-4113

●開館時間／午前9時～午後5時

(6月1日～8月31日は午後6時まで)

入館は閉館30分前まで。

●休館日／水曜日及び祝祭日の翌日

(水曜が祭日の場合はその翌日)

年末年始(12月25日～1月５日)･展示替え日

●観覧料／大人500 円

高校･大学生300 円

小･中学生200 円

美術館の喫茶室から前庭を見ると、多々良木ダムと

作品群がゆっくり眺められる

あさご芸術の森にはアートが点在している美術館２階の大きな展示スペース

1
9
9
4

年

か
ら
毎
年
「
野
外
彫
刻
展

・ｍ
多
々
良
木
」
を
実
施
し
、
大
賞
や
準
大

賞
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
1
6の
作
品
を

ダ
ム
下
流
域
の
約
1
0
h
の
「
あ
さ
ご
芸
術

の
森
」
に
設
置
し
て
き
た
。
単
に
作
品
を

置
く
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
そ
の
場
と

の
調
和
が
と
ら
れ
、
里
山
の
風
景
に
と
け

込
む
環
境
彫
刻
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

1
9
9
1

年
に
は
じ
ま
っ
た
「
花
の
絵
画

全
国
公
募
展
」
は
、
今
で
は
約
4
0
0
0

点

の
作
品
が
集
ま
り
、
入
賞
作
品
は
美
術
館

で
展
示
さ
れ
る
。
ま
た
、「
あ
さ
ご
芸
術
の

森
・
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」
と
題
し
、
第
１
線

で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
指
導
の
も

と
で
、
プ
ロ
を
め
ざ
す
美
術
大
学
の
学
生

や
彫
刻
に
興
味
の
あ
る
人
た
ち
が
合
宿

し
、
創
作
活
動
に
取
り
組
む
試
み
も
1
9

9
7
年
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
と
も

に
、
朝
来
町
全
体
が
美
術
館
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
。

2
0
0
1

年
「
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術

館
」
の
企
画
展
は
、
2
1世
紀
最
初
の
年
で

あ
る
こ
と
を
考
え
、
美
術
界
の
2
0世
紀
を

再
考
し
、
新
た
な
歩
み
を
は
じ
め
る
た
め

に
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
絵
画
を
１
年
に

わ
た
っ
て
展
示
し
て
い
く
。

●
竹
久
夢
二
展
　

大
正
ロ
マ
ン
の
抒
情
詩

３
月
1
7日
～
５
月
６
日

●
向
井
潤
吉
展
　

昭
和
の
農
村
風
情

５
月
～
７
月

●
平
松
賢
太
郎
展
　

平
成
の
街
と
人

９
月
～
1
1月

●
夏
休
み
企
画
展

「
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
子
ど
も

だ
っ
た
こ
ろ
の
ま
ん
が
展
」

７
月
～
８
月

●
朝
来
2
0
0
1

野
外
彫
刻
展
・ｍ

多
々
良
木
（
最
終
回
）

９
月
３
日
～
2
4日

●
第
1
2回
花
の
絵
画
全
国
公
募
展

1
1月
1
0日
～
1
2月
1
1日

春
の
木
洩
れ
日
と
緑
の
美
し
い
季
節
、

「
あ
さ
ご
芸
術
の
森
」
は
お
だ
や
か
な
表
情

で
迎
え
て
く
れ
る
。
自
然
と
ア
ー
ト
の
会

話
を
楽
し
も
う
。

ミュージアムショップでは地元作家の作品も売っ

ている

あさご 芸術の森美術館

友の会会員募集

美術館では友の会会員を募集していますO

●常設展はいつでも無料、企画展は年2 回無料。

会員が同伴して入場する者は割引料金で観賞

できる。

●美術館の事業や友の会行事に関する美術情報

の通知を受けることができる。

●美術館ニュースなどの送付を受けることがで

ざる。

会費は

●普通会員（15 歳以上）年額2,０００円

●賛助会員（法人会員）年額50,０００円

入会の申し込みは

入会申込書に所定事項を記入し、直接美術館か

朝来町役場企画商工課へ現金をそえて申し込む

か、現金書留で郵送してください。申込書と別

に振り込む場合の口座は

但馬銀行新井支店

あさご芸術の森美術館友の会

普通　1536811 まで

Ｉ 問い合わせ先

あさご芸術の森美術館TELO796- ７０-4111

朝来町役場企画商工課TELO796-ﾌﾌｰ11 ６5

挙式から披露宴まで､ 晴れの日6

トータルサポートを実施します。

でいろいろなリクエストにもお応えしています･

お気軽にブライダルスタッフまでお問い合わせ下さい。
い

， ａ 。 。 ，

徽;砺 勿
ｌ 皓忘奏ｎ ホi･･ﾚ

〒６６８-０２６３ 兵 庫県出 石郡出石 町福住４５０番地

ＴＥＬ０７９６-５３-1111 （代）ＦＡＸＯ７９６-５２-6111

ｈttｐ:// ｗｗｗ.tｏｋｉｗｏｋａｎａｄｅrｕ.ｃ０.jｐ

Ｅ-mail ｄａｎrｏｏｐｏｐｐｙ.０ｃｎ.ｎｅ.jp

婚 礼 直 通 ＴＥＬＯ７９６-５３-11 ２２

ウェ デ ィン グ は 幸 せ の 序 曲

そ れ は 二 人 で 奏 で る 初 め て の デ ュ エ ット

お二人のために特別にセットした3 つのウェディングプラン

● コン チェルトプ ラン50 名様950, ０００円(税別)

● メ ヌ エ ッ ト プ ラン50 名様 ７５０,０００円(税別)

● セ レ ナ ー デ プ ラン50 名様 ６００,０００円(税別)

1 昌 温 灸 溜 昌 ご 昌 琵 昌 篆 竺? ブ ゛ ゛

Ｊ ｊ

ｋ し

，

レ
暇
ｙ
教会式結婚式場｢光のチャペル｣

フ


	page1
	Copied Bookmark
	page1


